
尚 ド|

1映

||

仄■ド●|■澤
邊
傷
■
ｔ
車
が
行
き
一父
う
賑
や
か
な
道
路
之
な
ヶ
、
そ
し

て
■
ま
る
０
金
色
に
置
ぐ
お
城
の
よ
う
な
建
物
が
見

え
て
く
る
プ
そ
こ
が
ｒ
楽
ｔ
ず
な
音
楽
が
一〓
こ
え
て

く
る
場
所‐
■
，
ｉ
．サ
ダ
丼
ナ
ウ
ス
ギ
■
チ
に
一‐‐あ
る
ナ

一４
ト
タ
ラ
ブ
■
バ
■
ド
ケ
一■
ジ
「
だ
■
●
●
●
●
●
一

一
ク‐‐‐‐
デ
オ
一
客‐‐‐‐‐ぼ
■
一
た
ら
な
ターー
‐Ｆ
れ
登
象

，
る‐‐‐
の―‐‐‐

・を
待
●
で
一

‐
る‐‐
ず
そ
０
名
は
，
ア
ル
バ
■
卜
一・一一一０
本
イ

サ
ン
●
レ
イ
ン
Ｙ
だ
ず
と
こ
ろ
が
ギ
彼

共
彼
女
，
一Ｙ

は
■
部
屋
に
こ
一●
つ
た
ま
ま
■
・と
い
一，
―の―
‐も‐―
■
ク
ラ

マ
ン
ド
は
い

に
出‐
な
い
と
ｒ
別

の
ダ
ン

一て
ず
よ
う
や
ぐ

″許
”“
雰
難
し‐‐の―‐‐‐瑚
錯
絆
総
ヾ

テ
０
２
■

‐
は―‐
■
キー‐‐
一
ナ
一
一
院
議
員
一

，
一

，
一
ヽ
一

ッ
グ
マ
ン
）
で
超‐
タ
ガ
派
、
し
か
一‐も‐‐
道
徳
協
会
一の
副
一

会
長
。
ヴ
ァ
ル
は
、
恋
人
と

‐
そ
一‐の―
両
蔑
が
―自‐―
分

―の
―親‐‐一

球鮮
“鴬
装
蝿
騨
， ″》

ま
ず
一一
．と
考‐‐‐え
た
０
一■
●
一一一一●
Ｉ
●
■
●
■
一●
一

一
，
ァ
レ
一‐の―‐‐
一
‐求‐‐‐
ぼ
一
ま
す
薦
争
な
繁
蘇
一一
な
な
監
一

一〓
一
‐‐‐急
一
一
一
ま
一
て
一一

，
一一
バ
一
ｉ
ｔ
ｔ
ぜ
一
く
一

一ど
こ
か
ヽ
行
つ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
だ
ず
●
一

ン

】
お

攣
ぽ

一隷

射

錬

早

一
一
を
変

，
‘
‘
〓
一
ｔ
ｉ

，
一
一
〓
一
一
一
一
一
一

一
ア
■
マ
ン
ー‐―ド‐‐
■
一ア
ル
バ
■
卜
の
嘆
き
を
か
わ
ｔ
一●

一ヴ
一‘
″
‐‐の―‐
一一
求
を
か
な
え
‘
た
０
こ
●
チ

，
バ
■
卜
一

●
■
‐父‐‐‐
と
、
す
一
と
に
し
，
，
，
す
一
一
ら
し
，
■
）
一

一ア
ル
バ
‐‐―‐‐‐‐
■
に
■
，
じ
ざ
０
特
謝
一を
行
一２
■
卜
●
■
一

一た
レ
な
か
一一
オ
オ
な
舛
在
た
０
テ
′
´
ン
で‐
―‐ヽ男‐
ヶ
一

一鳥
薔
藻
離
れ
幾
儲
ギ
層
摯

一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一一
一
一
一
一
一
一
■
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・■
一
一
一
一
・




